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令和３年度学校だより 

おさき

 
２月の行事予定 

３月の行事予定 

阿久根市立尾崎小学校 

空き瓶・空き缶回収の収益報告  

 

   アルミ缶     ９４ｋｇ ６，５８０円 

   スチール缶    ３ｋｇ     ３０円 

   一升瓶     １８８本 ２,４４４円 

   ビール瓶     ２７本   １３５円 

合   計      ９，１８９円    

子供たちの教育活動で，大切に使 

わせていただきます。  

御協力ありがとうございました 

      

ふるさと「阿久根」のよさを語り継ぐ 

校長 小山 俊明 

 「ぼんたんの 花のにおいで 季節知る」 

これは，本校で３０年以上続いている郷土 
ジャンボカルタの読み札の中の一つです。 
わたしが昨年度，尾崎小学校に赴任して 

きた時に感じた花の香りの感動が見事に表 
現されています。 
このジャンボカルタは， 昭和６１年に阿 

久根市内の小・中学生が教育委員会の協力を 
得て作成し，各学校に配付したカルタを基に

作られています。現在，本校に勤務している肱岡教諭は，昭和５８年度
～平成３年度にも尾崎小学校に勤めており，当時の職員の間で，「この
カルタを大きくして，みんなで取り合うようにしたら楽しいのではな
いか。」という話になったそうです。 

 
そこで，職員がカルタを１枚１枚，機械で透明のフィルムに写し取

り，それをオーバー・ヘッド・プロジェクター（通称：ＯＨＰ）で大き
く投影しながら，マニラボールと呼ばれる縦５５センチ×横４０セン
チの厚紙に描き写したものを子供たちが色を塗って作ったとのことで
す。さらに，すぐに傷んでしまわないように，１枚ずつ表面に製本用の
透明フィルムを貼り付けて，４６枚あるジャンボカルタは仕上げられ
ています。そうした先輩の先生方や卒業生の方々の思いは，今も大切に
引き継がれ，本校の名物行事として残っています。 

 
１月下旬にあった全校朝会では，「阿久根市クイズ」と題して，ジャ

ンボカルタの読み札に書かれている阿久根の自然や史跡，人物等に関
する問題を子供たちに出してみました。 

 
Ｑ：「洞穴が甑島までつながっていると言われているのはどこ？」 
Ａ：「佐潟鼻！」 
Ｑ：「寺島宗則さんが一緒に学徳を積んだのは誰でしょう？」 
Ａ：「森有礼！」 
 
何の予告もせずに全部で６問のクイズを出しましたが，全問正解で

した。冬休みや３学期の朝の活動でカルタに取り組んできた子供たち
にとっては，易しすぎたようです。その後，昨年度末に新しく市内の各
学校に配付された「阿久根のかるた」の中からも追加でクイズを出しま
したが，それも難なく正解しました。遊びながら知らず知らずのうちに
阿久根のよさを知る郷土カルタは，とてもよいものだと改めて思いま
した。 
 
これまでの郷土ジャンボカルタに加え， 

新しいカルタでも遊んでみると，違った視 
点から更なる阿久根の魅力にも気付くこと 
ができそうです。子供たちが，ふるさと 
「阿久根」を愛し，そのよさを語り継いで 
いけるようこれからも取り組んでいきます。 

 

 

  

 

2２日(火) 授業参観 学級ＰＴＡ 

〃   学校保健委員会 

〃   家庭教育学級･閉級式 

講師 スクールカウンセラー石田愛

「ストレスマネジメントについて｣ 

 

 

１～５日  耳の健康週間 

４日（金） お別れ遠足(たけのこ掘り) 

８日（火） ＡＬＴ来校 

１４日（月） PTA･校区会計監査 １８:３０ 

１５日（火） 中学校卒業式 

〃     卒業式予行練習 

２４日（木） 第７３回卒業式 

２５日（金） 修了式 

※  離任式の日時は調整中 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジャンボカルタ大会                        

                        

      

 

 

 

ボンタンは収穫した後，どうなるの？ 

          

 

 

 

不審者対応避難訓練 

 

 

 

 

 人権の花運動 閉級式  

 親子食育教室×ICT｢食品ロスについて考える｣   

  

 

 

 

 サワーポメロ収穫   

１月２８日に恒例の郷土ジャンボカルタ大会を行いました。児童６名が体育

館を走り回って札を取り合いました。個人戦，団体戦に続き，大人チームとの対

戦で強敵が出現！過去にも参加経験のある肱岡教諭と保護者。子供も大人も

思わず本気になる楽しい時間となりました。 

 

学校内にある木の収穫

をしました。無農薬ですが

｢昨年より色も形もきれい

な実だ｣と言いながら収穫

を楽しむ子供たちでした。 

 オンライン読み聞かせ  

鬼が原（朗読：あくねのむかしばなし）  

早口ことば 

市立図書館の川﨑徹志さんが，朝読書の時間に

Web 会議システム Zoom を利用したオンライン読

み聞かせを行いました。テレビ電話のようなもの 

で，離れた場所にいる人と画面

ん  上で会話ができます。小規模校 

でも，工夫して，教室の外の社 

会とつながることができます。                                                   

        

例年，登下校時に不

審者に遭遇した場合

の駆け込み訓練をし

てきました。 

今年度は，学校内に

不審者が侵入した場

合の訓練でした。 

警察署や交番，防犯スクールサポーター，青パ

トロールの方々に，教室に侵入した時の身の守

り方，連絡体制，逃げ方等を学びました。職員は

さすまたの使い方も指導していただきました。 

食品ロスの何が問題なのか？ 

１ 食べ物が足りていないのに捨てている 

  日本は自給率が少ない 

２ 食品の価格に影響するのに捨てている 

  食品価格には廃棄コストも上乗せされる 

３ 税金が使われているのに捨てている 

  ごみ処理にかかる費用は税金で賄われる 

４ 地球環境に影響するのに捨てている 

  生産，輸送にも水やエネルギーを使う 

５ 飢えに苦しむ人がいるのに捨てている 

  世界では４人に１人が栄養不足状態 

(引用資料:関西学院初等部 宗實直樹) 

 

   

密を避けて，２家族ずつ各教室に

分かれて，オンライン授業を行いま

した。｢おにぎりころころ１億個｣の

ＣＭを観て，まだ食べられるのに捨

てられている問題について知りまし

た。解決のために家庭でどんなこと

に取り組んでいくかを親子で話し合

いながら，Jamboard（ジャムボード）

にまとめて，みんなで共有しました。 

１年間｢人権の花運動｣

に取り組んできました。

人権について考えるため

に向日葵を育てたり，標

語を作ったりしました。

親子で｢DoCoMo スマホ安

全教室｣に参加し，相手に

思いやりをもったやりと

りについて考えました。 

 

３･４年生はこれまで
に，ボンタン農家さんに
インタビューをしたり，
作業体験をさせていた
だいたり，本やインター
ネットで調べたりして
クイズを作りました。 

収穫体験の後，加工工場(泰平食品)を見学さ

せていただき，仕事の実際や阿久根の特産物に

対する思いを知りました。今，さらに全国各地の

消費者へのアンケートも行っています。 


